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112 松山大学論集 第30巻 第5－1号
の真の姿を把握せんとするにあった。即ちかれの歴史解釈の態度はまさに
史家と言ふよりは史論家のそれと言ふにあたれりとすべく，前述，durch



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一般民法典の必要性に関して（Über die Notwendigkeit eines allgemeinen

































































Boissonade de Fontarabie 1825－1910）等編纂にかかる旧民法典を即時断行
すべきか否かについて我立法史上未曾有の大論争が起きた。この論争の真
相を正確に知るためには先づ民法典が如何なる経路をへて如何なる人達に





















































































































































































































































































154 松山大学論集 第30巻 第5－1号
り，同論文で，ティボー，サヴィニー，レーベルクのドイツの法典争議，
およびわが国の法典争議も素描し，わが国の法典争議は単に穂積陳重が言
うような両学派の対立ではなく，「自由主義と半封建的専制主義，改進論
と保守論との対立・相剋」，「フランス民法的ブルジョア自由主義と半封建
的淳風美俗の旧慣主義との対立」（同，1817頁）「官僚法学のブルジョア
自由主義派（その意味で自然法学説）のブルジョア法典編纂と封建主義を
再建せんとする政治的反動主義との対立」（同，1821頁）であったなどと
本質規定を行なっていたが，60）星野通は当然この平野論文を読んでいたは
ずであり，この平野論文を引用し，コメントしていない点は学術論文とし
ては問題であろう。
⑥星野通は平野のようなマルクス主義者ではないが，法典論争を研究し，平
野とほぼ同様の結論に至ったと見てよい。そして，この論文は星野が本格
的に明治民法典編纂史の研究並びに民法典論争の歴史的評価を研究するこ
とになる画期的・記念碑的論文であったといえよう。
1939（昭和14）年3月上旬に第14回卒業式が行なわれ，116名が卒業した。
星野通は卒業生に対し，はなむけの辞を記し，3つの事，1つは非才薄徳を教
師として詫びたい。2つは優れた素材に切磋琢磨，これが現在の諸君で，何校
の出身者にも断じて負けない強くて逞しい自信で巣立って頂きたい。3つは飛
ぶ鳥あとを濁さず，金銭，愛情その他身辺の諸問題はこの際立派に精算して
去って頂きたい，などと述べている。61）
また，同年3月31日には，木子七郎設計の木造校舎2号館（4教室）が竣
工した。
（以下，次号）
60）平野義太郎「明治法学史における一学派－とくに，官僚的自由主義派，梅謙次郎博士の
学説・法思想の検討－」『法律時報』第5巻第8号，1930年8月。
61）『松山高商新聞』第143号，昭和14年2月20日。
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